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2021 年度県一般会計予算 
コロナ対応・国体関連などで 

史上最高約７８８２億円  
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三
重
民
報 ３

月

23
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
県

議
会
で
、
日
本
共
産
党
の
山
本
り
か

県
議
は
、
提
案
さ
れ
た

86
議
案
中

75
議
案
に
賛
成
し
、

11
義
案
に
反

対
し
ま
し
た
。 

山
本
県
議
の
反
対
討
論 

一
般
会
計
予
算
は
総
額
７
８
８

１
億
９
７
２
１
万
円
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
費
５
４
８
億
円
や
、

と
こ
わ
か
国
体
・
と
こ
わ
か
大
会
に

向
け
た
開
催
経
費
や
競
技
力
向
上

対
策
費
８
６
億
７
４
０
０
万
円
が

か
さ
ん
だ
こ
と
か
ら
、
県
政
史
上
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
と
経
済
再
生
を
重
点

施
策
と
し
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
を
迎
え
防
災
対
策
に
も
注
力

し
た
方
針
に
は
基
本
的
に
賛
同
い

た
し
ま
す
。 

し
か
し
、
県
民
の
命
・
健
康
を
守

り
抜
く
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
不
十
分
で
す 

な
ど
二
重
三
重
に
間
違
っ
て
い
ま

す
。 

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】 

県
が
財
政
運
営
に
乗
り
出
し
て
４

年
目
と
な
り

20
の
市
町
で
保
険
料

の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
県
内
の
統
一
に
向
け
、
来
年
度

の
市
町
か
ら
の
負
担
金
の
計
算
方
式

を
医
療
費
水
準
の
格
差
係
数
を
小
さ

く
す
る
こ
と
は
、
地
域
医
療
実
情
、

地
域
特
性
を
無
視
す
る
方
向
へ
進
み

更
な
る
値
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

保
険
料
負
担
が
厳
し
い
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
す
、
国

【
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
】 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
費
用
は
今
年
度

実
績
の
約
９
億
円
か
ら
約

40
億

円
と
大
幅
に
充
実
し
ま
す
が
、
検

査
対
象
は
基
本
的
に
、
陽
性
者
が

出
た
場
合
の
濃
厚
接
触
者
・
接
触

者
を
中
心
と
す
る
方
針
の
ま
ま
で

す
。
昨
秋
以
降
、
医
療
・
介
護
・

保
育
現
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

が
相
次
ぎ
、
宣
言
解
除
後
の
リ
バ

ウ
ン
ド
と
変
異
株
の
感
染
懸
念
も

あ
り
ま
す
。
国
も
福
祉
施
設
等
で

の
定
期
的
な
幅
広
い
検
査
の
実
施

を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

無
症
状
の
感
染
者
を
保
護
す
る
た

め
の
積
極
的
検
査
体
制
へ
転
換
を

す
べ
き
で
す
。 

【
病
床
機
能
分
化
推
進
基
盤
整
備 

】 
新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で

医
療
体
制
の
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。
患
者
受
け
入
れ

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
公
立
・
公

的
病
院
の
頑
張
り
や
、
地
元
医
師

会
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
「
も
う
限
界
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。 

余
力
が
な
い
と
緊
急
時
に
機
動

的
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。「
病
床
削

減
あ
り
き
」
の
地
域
医
療
構
想
は
、

そ
の
余
力
を
そ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
病
院
の
統
廃
合
を
す
す
め
、

社
会
保
障
の
た
め
と
強
行
し
た
消

費
税
増
税
分
を
そ
こ
に
充
て
る

日本共産党 

県民のみなさんと実現 
・河川、砂防堤防土砂撤去費の増額 

・横断歩道塗り替えが３倍 ３７００本 

道路面標示(停止線等)塗り替えが１１倍 

 １３６７０個 

区画線８００ｋｍ引き直し 

視覚障がい者対応のスマホ連携信号設置 

・小学３年生の３５人学級実現 

・不妊治療支援の所得制限を撤廃 

・ひきこもり支援 

 実態調査と支援充実 

コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
は
本
気
の
検
査
で 

医
療
機
関
の
が
ん
ば
り
に
応
え
よ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
リ
ニ
ア
も
い
ら
な
い 

少
人
数
学
級
さ
ら
に
進
め
よ 

の
言
い
な
り
で
県
民
の
痛
み
に
寄
り

添
う
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
せ
ん 

【
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
】 

県
内
駅
候
補
地
選
定
と
い
う
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
力
が
入
っ
て

い
ま
す
。
９
０
０
万
円
は
主
に
宣
伝

広
報
費
で
す
。 

工
事
に
よ
っ
て
流
出
す
る
地
下
湧

水
を
全
量
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
東
京
外
環
道
の
陥
没
空
洞
事

故
を
受
け
て
、
東
京
名
古
屋
間
２
０

２
７
年
開
業
の
見
通
し
が
た
た
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
リ
ニ
ア
よ

り
コ
ロ
ナ
対
策
で
す
。 

【
少
人
数
学
級
】 

小
学
２
年
生
へ
、
35
人
学
級
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。
感
染
症
３
密
対
策
も

あ
り
、
１
学
年
ず
つ
４
年
か
け
て
小

学
校
す
べ
て
で

35
人
に
な
る
方
針

で
す
。
文
科
省
が
法
改
正
を
行
う
こ

と
の
１
年
前
倒
し
を
し
て
県
が
取
り

組
む
こ
と
は
、
長
年
要
求
し
て
き
た

日
本
共
産
党
と
し
て
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。 

し
か
し
、
懸
案
の
、
小
１
・
２
年

の

25
人
下
限
条
件
は
そ
の
ま
ま
で

す
。
三
重
県
が

30
人
学
級
に
先
ん
じ

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
是
と

し
、
25
人
条
件
を
外
し
、
さ
ら
に

30

人
以
下
学
級
へ
の
拡
大
を
望
み
ま

す
。 

県議団 ホームページ 
議会活動はこちら 
 http://kengidan.jcp-mie.jp/ 

山本 
 りか県議
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議
席
・
得
票
数
・
率
と
も
に
前
回
増 

 

３
月
28
日
に
投
開
票
さ
れ
た

伊
賀
市
議
選
で
は
、
日
本
共
産

党
の
百
上
ま
な(

現)

・
か
ま
い

敏
行(

新)

の
両
氏
が
当
選
し
、

８
年
ぶ
り
の
２
議
席
回
復
と
な

り
ま
し
た
。
両
氏
の
得
票
は
合

計
で
２
５
８
０
票
で
、
得
票
率

も
前
回
か
ら
前
進
し
ま
し
た
。 

両
氏
は 

「
市
民
の 

く
ら
し
を 

守
る
共
産 

党
の
議
席 

増
を
」
と 

訴
え
ま
し 

た
。 

得
票
数
・
率
と
も
に
前
回
増 

 

２
月
28
日
に
投
開
票
さ
れ
た

大
紀
町
議
選
で
、
日
本
共
産
党

の
大
東
政
司
氏(

現)

が
４
６
５

票
・
５
位
で
当
選
。
前
回
の
町

議
選
か
ら
得
票
数
・
率
と
も
に

前
進
し
ま
し
た
。 

大
東
町
議
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
、
生
活
困
窮
者
や
事
業

者
へ
の
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。 

県民要求実現、県政のゆがみ正す 

日本共産党県議 

〇少人数学級小学校３年生へ拡大 

署名を集め、県議会に請願を出すなど、県民のみ

なさんと一緒に要求し続けてきた「みえ少人数学級

（小１・小２・中１）」が、国の実施より 1 年前倒

しで小 3 へ拡大されることになりました。 

〇県立学校の環境整備 

県立学校の普通教室のエアコン設置と維持費（電

気・ガス代）への補助、特別教室への設置拡大が実

現。トイレ改修も 4 年計画ではじまります。 

住民のいのちと暮らしを守る政治へチェンジー市町議選で前進 

大紀町議 
大東政司 

大
紀
町
議
選 

２年前に１議席となった日本共産党の県議…。 

しかし、この２年間、県民のみなさんの運動に

励まされながら、県民要求の実現や県政のゆが

みを正すために全力を尽くしてきました。 

伊
賀
市
議
選 

伊賀市議 
百上まな 

伊賀市議 
かまい敏行 

県民と力を合わせ、願い実現に全力 

負担増を許さず、県政のゆがみを正す 

国にハッキリものを言い、悪政からくらしを守る 

〇被害現場へ飛び、支援を要求 

2019 年の県北部豪雨や伊勢志摩豪雨、2020

年の紀宝町豪雨災害、さらに鳥羽カキ大量死被害で

は、党国会議員といっしょに現地調査。被災者のみ

なさんの声を国や県に届け、改善を求めました。 

〇新型コロナ対策で 4 回の要望書提出 

保健所・病院・事業所などへ 

聞き取り調査をおこない、県に 

要望書を提出しました。 

〇消費税増税による値上げはやめよう 

手数料･利用料の値上に反対したのは山本りか県

議ただ一人。「消費税下げて」の県民請願には山本

りか県議のほか稲森県議が賛成しました。 

〇国民健康保険料下げよう 

高すぎて払えない保険料が問題となっています。

せめて子供の保険料均等割りはやめるよう求め、来

年度から乳幼児の保険料が 5 割減免となりました。 

〇同和意識調査はやめよう 

不適切な設問で同和問題が突出した内容の人権

意識調査や人権広告は差別の解消に逆行と、県の姿

勢を追求しました。 

〇病院ベッド削減はやめよう 

コロナで顕著になった医療の大切さを訴え、公

立・公的病院の統合を進めるのは見直すべきと主張

しました。 

 

〇「リニア」中央新幹線 

リニア中央新幹線の延伸問題では、RDF 発電や

ガス化溶融炉など「夢のプラン」掛け声に見切り発

車した事業で手痛い目にあってきた教訓は生かさ

れないのか、と追及。環境にも財政にも大きな負担。 

〇「デジタル」改革？ 

人間でなくてはならない仕事こそ役所の本分。デ

ータ分析などの時短化で生み出された人間力を、県

民サービスの充実に活かすよう求めました。 

国の政治そのものを
変えるために、私た
ちもがんばります。 

衆院議員  本村伸子 
前衆院議員 島津幸宏 
党愛知県准県委員 

       長内史子 


